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オリンピックと男女共同参画

今年はミラノ・コルティナ2026冬季オリン
ピックが開催されています。
日本選手の活躍が期待されますが、以前の

ニュース番組で冬季のスポーツは練習場所や期
間が限られ地球温暖化の影響を受けやすい、と
いう問題提起がありました。

特集は主にパラリンピックの選手の練習場所
が限られてしまうというものでしたが、確かに
雪や氷がなければ成り立たない競技。地球温暖
化がこんなところまで影響を及ぼしているのか
と、今更ながらその深刻度に気付かされました。
さらに、季節の変化も極端で、夏の酷暑と冬

の大雪が続き、異常気象を実感しています。

さて、スポーツの祭典であるオリンピックは、
競技の舞台で世界中の多様性を祝う場として注
目を集めています。しかし、オリンピックは単
なる競技大会に留まらず、社会的課題への意識
を高め、変革を促進する役割も果たしています。
その中でも特に重要なテーマの一つが「男女共
同参画」です。

オリンピックが最初に開催された1896年の
アテネ大会では、女性は競技に参加することが
禁止されていました。当時、スポーツは男性の
ものであり、女性が競技に関わることは不適切
と考えられていたのです。しかし、時代の進展
とともに、女性のスポーツ参加に対する偏見は
次第に打破されていきました。1928年のアム
ステルダム大会では、女性が陸上競技に初めて
参加し、オリンピックは男女共同参画への重要
な一歩を踏み出しました。

それ以来、オリンピックにおける男女平等は
着実に進歩してきました。1991年以降、新た
に追加される競技では必ず男女のイベントが含
まれることが決定され、アスリートの参加比率
も向上しています。2020年の東京オリンピッ
ク（2021年開催）では、歴史上初めて男女ア
スリートの比率がほぼ50：50に近づいたこと
が話題となりました。また、新競技の中には、

男性と女性が協力して競技を行う混合種目が増
えるなど、オリンピックは性別に縛られない多
様性を象徴する場へと進化を遂げています。

ただし、男女共同参画の課題は競技の場だけ
にとどまりません。管理層や審判、コーチ陣の
男女比率は依然として偏りがあり、女性の役員
や指導者が少ない現状も指摘されています。ま
た、報酬やスポンサーシップにおいても男女間
の格差が存在しており、これらの問題を解決す
るための努力が引き続き求められています。

さらに、オリンピックは開催国の男女共同参
画推進に影響を与える力を持っています。東京
大会では、「男女平等と多様性」を重要な柱と
して掲げ、日本社会におけるジェンダー平等に
関する議論を活性化させました。しかし、日本
国内では未だ課題が多く、中でも女性リーダー
の割合が低いことや、職場環境での男女格差が
根深い構造的な問題として残っています。

オリンピックの舞台は、単なるスポーツの競
技場以上の意味を持つ存在です。それは、グ
ローバルな観点から私たちに社会的な課題を問
いかけ、変革のきっかけを提供する場でもあり
ます。競技における男女平等だけでなく、ス
ポーツを通じて男女共同参画を広げるために、
私たちはオリンピック精神を活用して、より良
い社会を築いていくことが求められています。
それこそが、本当の「ゴールドメダル」と言

えるのではないでしょうか。

地震もいつくるのかわからない災害の多い日
本。私たちは、そうした状況に対しどのように
備え、行動していくべきなのでしょうか。
一方で、世界ではオリンピックが開催され、

多くの選手が厳しい環境の中で努力を重ね、夢
を追い続けています。
この2月、日本選手が世界に輝けるよう願い

ながらも、災害や防災という重要な課題に対し
ても一人一人が向き合う必要があると強く感じ
ます。
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